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１
．
磐
越
西
線
の
各
駅
に
お
客

さ
ま
の
乗
降
を
考
慮
し
た
箇

所
に
４
両
停
目
を
設
置
す
る

こ
と
。 

２
．
巻
駅
裏
一
番
線
に
上
り
用

の
レ
ピ
ー
タ
ー
を
新
設
す
る

事
。 

３
．
目
視
に
よ
る
乗
降
確
認
が

困
難
な
以
下
の
駅
に
Ｉ
Ｔ
Ｖ

を
新
設
す
る
事
。 

①
内
野
本
線
に
到
着
す
る
３

両
編
成 

て
、
冷
風
を
取
り
入
れ
ら
れ

る
よ
う
改
良
す
る
こ
と
。 

７
．
上
越
線
（
長
岡
～
越
後
中

里
）・
信
越
線
（
長
岡
～
直
江

津
）・
羽
越
線
（
新
津
～
新
発

田
）
の
停
目
を
２
・
４
・
６
に

統
一
す
る
こ
と
。 

８
．
越
後
湯
沢
駅
１
番
線
の
旧

運
転
室
脇
の
詰
所
に
、
一
斉

放
送
装
置
の
設
置
、
テ
ー
ブ

ル
、
椅
子
の
交
換
、
電
子
レ
ン

ジ
、
ポ
ッ
ト
の
配
備
を
行
い
、

乗
り
継
ぎ
詰
所
と
し
て
整
備

す
る
と
と
も
に
管
理
は
長
岡

運
輸
区
と
す
る
こ
と
。 

９
．
石
打
駅
・
小
出
駅
の
乗
務

員
宿
泊
所
の
害
虫
対
策
を
実

施
す
る
こ
と
。 

10
．
え
ち
ご
ト
キ
め
き
鉄
道

（
株
）
直
江
津
運
転
セ
ン
タ

ー
の
乗
務
員
宿
泊
所
に
、
エ

ア
ウ
ィ
ー
ブ
を
設
置
で
き
る

よ
う
に
す
る
こ
と
。 

11
．
石
打
駅
の
浴
室
の
湯
船
に

追
い
焚
き
機
能
を
設
け
る
こ

と
。
及
び
脱
衣
所
に
エ
ア
コ

ン
を
設
置
す
る
こ
と
。 

12
．
長
岡
駅
・
石
打
駅
・
吉
田

駅
・
柏
崎
駅
の
抜
本
的
な
カ

ラ
ス
対
策
を
講
じ
る
こ
と
。 

  

15
．
宮
内
～
長
岡
間
に
お
い
て

２
時
台
及
び
４
時
台
に
長
時

間
き
電
停
止
を
行
え
る
よ
う

定
期
的
に
貨
物
列
車
の
時
刻

変
更
を
行
う
等
に
よ
り
間
合

い
を
確
保
す
る
こ
と
。 

16
．
各
区
に
お
け
る
ダ
イ
ヤ
改

正
検
討
の
取
組
み
を
支
社
に

お
い
て
集
約
し
、
区
同
士
で

列
車
の
持
ち
換
え
の
検
討
が

で
き
る
仕
組
み
を
構
築
す
る

こ
と
。 

17
．
Ｅ
１
２
９
系
・
１
２
７
系

か
ら
１
１
５
系
へ
の
運
用
変

更
は
行
わ
な
い
こ
と
。 

18
．
白
新
線
～
越
後
線
の
直
通

運
転
を
や
め
る
こ
と
。 

19
．
越
後
線
で
発
生
す
る
慢
性

的
な
遅
延
を
解
消
す
る
た

め
、
運
転
時
分
な
ら
び
に
停

ら
か
に
す
る
こ
と
。 

10
．
４
８
５
系
が
淘
汰
さ
れ
た

こ
と
に
踏
ま
え
優
等
列
車
の

暖
房
予
熱
指
定
時
間
の
考
え

方
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
。 

11
．
運
転
士
、
車
掌
の
日
勤
行

路
の
拘
束
時
間
を
12
時
間
以

内
と
す
る
こ
と
。 

12
．
在
来
運
転
士
、
車
掌
の
新

幹
線
便
乗
に
関
わ
る
折
り
返

し
時
間
を
以
下
の
通
り
見
直

す
こ
と
。 

⑴
新
潟
場
面
に
お
け
る
乗
務

開
始
前
及
び
乗
務
終
了
後
の

折
り
返
し
時
間
を
運
転
士
・

車
掌
共
に
14
分
に
統
一
す
る

こ
と
。 

⑵
長
岡
場
面
（
上
・
下
）
に
お

け
る
乗
務
開
始
前
及
び
乗
務

終
了
後
の
折
り
返
し
時
間
を

運
転
士
、
車
掌
共
に
14
分
に

統
一
す
る
こ
と
。 

⑶
越
後
湯
沢
場
面
（
上
・
下
）

に
お
け
る
乗
務
開
始
前
及
び

乗
務
終
了
後
の
折
り
返
し
時

間
を
運
転
士
・
車
掌
共
に
12

分
に
統
一
す
る
こ
と
。 

⑷
上
記
項
目
の
各
出
先
点
呼

要
は
、
２
分
加
算
す
る
こ
と
。 

13
．
只
見
線
２
４
２
８
Ｄ
～
回

２
４
２
９
Ｄ
は
大
白
川
駅
本

線
折
り
返
し
と
す
る
こ
と
。 

14
．
北
越
急
行
線
へ
の
乗
り
入

れ
に
対
し
、
車
掌
へ
の
線
路
、

信
号
、
設
備
等
の
教
育
を
徹

底
す
る
こ
と
。 

成
し
、
必
要
な
日
だ
け
指
定

す
る
こ
と
。
な
お
、
短
時
間
行

路
は
育
児
・介
護
勤
務A

適
用

者
の
選
択
対
象
行
路
と
す
る

こ
と
。
ま
た
、
乗
務
員
勤
務
で

の
乗
務
も
可
能
と
す
る
こ
と
。 

４
．
育
児
・
介
護
勤
務
Ａ
適
用

者
以
外
が
勤
務
指
定
に
お
い

て
短
時
間
行
路
を
乗
務
す
る

場
合
は
、
実
乗
務
開
始
前
後

の
「
そ
の
他
時
間
」
を
付
加
せ

ず
、
短
時
間
行
路
の
休
日
労

働
と
同
等
の
労
働
時
間
整
理

と
す
る
こ
と
。 

５
．
拘
束
時
間=

労
働
時
間
と

し
、
６
時
間
を
超
え
る
短
時
間

行
路
は
作
成
し
な
い
こ
と
。 

 

３
．
当
務
主
務
に
指
定
さ
れ
た

主
務
職
社
員
の
短
時
間
行
路

の
乗
務
は
、
基
本
行
路
の
枝
番

と
し
て
ダ
イ
ヤ
改
正
時
に
作

新
潟
地
本
は
12
月
11
日
に
開
催
し
た
団
体
交
渉
に
お
い

て
、
ダ
イ
ヤ
改
正
に
つ
い
て
提
案
を
受
け
ま
し
た
。 

Ｇ
Ｖ
Ｅ
‐
４
０
０
系
の
増
投
入
に
よ
る
キ
ハ
40
系
列
の
置
き
換

え
完
了
を
柱
と
し
て
、
乗
務
員
運
用
で
は
ワ
ン
マ
ン
運
転
の
拡

大
や
新
津
運
輸
区
で
の
短
時
間
行
路
設
定
な
ど
労
働
条
件
や

労
働
環
境
に
変
化
が
伴
う
内
容
で
す
。 

安
全
安
定
輸
送
は
も
と
よ
り
働
き
や
す
く
、
よ
り
働
き
が
い

の
も
て
る
ダ
イ
ヤ
改
正
を
目
指
し
、
新
潟
地
本
は
１
月
17
日
に

申
13
号
・
２
０
１
９
年
度
「
シ
ス
テ
ム
チ
ェ
ン
ジ
・
コ
ス
ト
ダ
ウ
ン
計

画
（ダ
イ
ヤ
改
正
）」に
対
す
る
申
し
入
れ
を
提
出
し
ま
し
た
。 

 

１
．
新
潟
支
社
内
に
お
け
る
交

通
遠
隔
地
で
あ
る
酒
田
地
区

車
時
分
に
つ
い
て
見
直
し
を

図
る
こ
と
。 

20
．
Ｅ
Ｌ
の
今
後
の
車
両
運
用

計
画
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
。 

21
．
只
見
線
に
お
け
る
気
動
車

の
今
後
の
運
用
計
画
を
明
ら

か
に
す
る
こ
と
。 

 

②
越
後
赤
塚
本
線
に
到
着
す

る
下
り
４
両
、
６
両
編
成 

③
越
後
赤
塚
本
線
に
到
着
す

る
上
り
３
両
編
成 

４
．
Ｅ
１
２
９
系
の
運
転
室
助

士
側
の
遮
光
幕
を
設
置
す
る

こ
と
。 

５
．
Ｅ
１
２
９
系
Ｂ
編
成
に
ミ

ュ
ー
ジ
ェ
ッ
ト
を
搭
載
す
る

こ
と
。 

６
．
越
乃
ｓ
ｈ
ｕ
＊
ｋ
ｕ
ｒ
ａ

運
転
室
に
熱
中
症
対
策
と
し

勤
務
以
外
の
業
務
量
を
勘
案

し
た
要
員
を
配
置
す
る
こ
と
。 

４
．
酒
田
運
輸
区
の
運
転
士
に

お
け
る
乗
務
可
能
車
種
の
偏

り
に
つ
い
て
認
識
及
び
原
因

を
明
ら
か
に
す
る
と
と
も
に

改
善
の
方
策
を
示
す
こ
と
。 

５
．
車
掌
の
弥
彦
線
受
け
持
ち

が
新
潟
運
輸
区
単
独
と
な
っ

た
が
担
当
乗
務
線
区
に
つ
い

て
の
考
え
方
を
明
ら
か
に
す

る
こ
と
。 

６
．
運
転
士
折
り
返
し
乗
継
の

付
加
４
分
を
削
除
し
た
根
拠

を
明
ら
か
に
す
る
と
と
も

に
、
こ
れ
ま
で
付
加
し
て
い

た
４
分
の
根
拠
を
明
ら
か
に

す
る
こ
と
。 

７
．
運
転
士
、
車
掌
の
乗
継
作

業
の
た
め
の
労
働
時
間
に
つ

い
て
考
え
方
を
明
ら
か
に
す

る
こ
と
。 

８
．
新
津
運
輸
区
Ｂ
２
１
４
１

行
路
の
１
２
６
Ｄ
新
津
駅
到

着
場
面
に
お
け
る
運
転
士
の

具
体
的
な
作
業
に
つ
い
て
明

ら
か
に
す
る
こ
と
。 

９
．
新
潟
駅
に
お
け
る
徒
歩
時

間
が
２
分
増
え
た
根
拠
を
明

１
．
新
津
運
輸
区
の
車
掌
の
臨

時
要
員
を
２
と
す
る
こ
と
。 

２
．
次
期
ダ
イ
ヤ
改
正
年
度
に

お
け
る
運
転
士
・
車
掌
の
要

員
需
給
の
見
通
し
を
各
運
輸

区
別
に
明
ら
か
に
す
る
と
と

も
に
、
標
準
数
を
下
回
る
運

用
は
行
わ
な
い
こ
と
。 

３
．
運
転
士
及
び
車
掌
の
昨
年

度
の
臨
時
行
路
実
績
及
び
変

形
、
出
張
、
研
修
、
免
除
等
の

勤
務
、
結
婚
、
忌
引
、
病
欠
、

育
児
、
介
護
等
の
各
種
休
暇
・

休
職
等
の
実
績
を
明
ら
か
に

す
る
と
共
に
実
績
に
踏
ま
え

た
要
員
を
標
準
数
と
し
て
配

置
す
る
こ
と
。
ま
た
、
乗
務
員

１
．
新
津
運
輸
区
の
車
掌
の
短

時
間
行
路
が
急
遽
設
定
さ
れ

た
経
緯
を
明
ら
か
に
す
る
こ

と
。 

２
．
酒
田
運
輸
区
の
車
掌
、
運

転
士
行
路
に
短
時
間
行
路
を

設
定
し
な
い
理
由
を
明
ら
か

に
す
る
事
。 

の
特
状
に
踏
ま
え
た
採
用
及

び
人
事
運
用
を
行
う
こ
と
。  

 

を 

わ
か
り
や
す
い
よ
う
に

表
示
す
る
こ
と
。 

５
．
六
日
町
駅
上
り
ワ
ン
マ
ン

停
目
及
び
ミ
ラ
ー
を
五
日
町

駅
方
に
移
設
、
及
び
地
上
子

を
新
設
し
、
乗
降
確
認
、
後
部

確
認
を
行
え
る
よ
う
に
す
る

こ
と
。 

 

１
．
白
山
駅
中
線
に
ワ
ン
マ
ン

列
車
を
運
用
し
な
い
こ
と
。 

２
．
ワ
ン
マ
ン
運
転
時
の
折
り

返
し
時
分
を
10
分
以
上
と
す

る
こ
と
。 

３
．
越
後
川
口
駅
上
り
本
線
、

及
び
下
り
本
線
の
Ｉ
Ｔ
Ｖ
を
、

乗
降
確
認
、
後
部
確
認
が
見

や
す
く
行
え
る
よ
う
に
画
面

を
大
き
く
改
修
す
る
こ
と
。 

４
．
長
岡
駅
改
札
入
口
前
に
、

Ｓ
ｕ
ｉ
ｃ
ａ
の
利
用
エ
リ
ア

 

 

 

２０１９年２月３日（月） 

９時３０分より 

● ２０１８年度申１６号 ダイヤ改正の検証 

及び諸設備に関する申し入れ（第２回） 

● 申１０号 新潟支社における 

ワンマン運転の拡大に関する申し入れ 

● 申１１号 ２０１９年度 

冬期の取組みに対する再申し入れ 

● 申１２号 新潟支社におけるワンマン運転の 

拡大に関する第２次申し入れ 

● 申１４号 架線凍結に起因する 

輸送障害の防止に関する申し入れ 

 

短
時
間
行
路
関
係 

列
車
ダ
イ
ヤ
・
乗
務
員
運
用
関
係 

設
備
関
係 

ワ
ン
マ
ン
関
係 

そ
の
他 

 

 


